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multi-dimensional scaling), クラスター分析(cluster analysis) 
 


































規則　1 物語 → 設定＋エピソード
規則　2 設定 → (状態)*
規則　3 エピソード → イベント＋反応
規則　4 イベント → エピソード｜状態の変化｜行動｜イベント＋イベント
規則　5 反応 → 外的反応＋内的反応





規則　1 物語 → 設定＋テーマ＋筋立て＋結末
規則　2 設定 → 登場人物達＋場所＋時間
規則　3 テーマ → (イベント)*＋目標
規則　4 筋立て → エピソード*











































まざまな研究がなされている。例えば，文章においては，様々な理解モデルが存在している(Clifton & Duffy, 


























一方，理解過程研究については文章における研究が先行している。例えば van Dijk & Kintsch(1983)は，読
み手は本を読みながら，状況モデルと呼ばれる物語についての高次の心的表象を構築していると提案した。
Zwaan & Radvansky(1998)はこの状況モデルの理論を発展させたイベントインデックスモデル (Event- 
Indexing model)というモデルを提案した。このモデルでは，読み手は本を読み進めるとともに，構築された状
況モデルが新しいものに更新されるとしている。また，更新のきっかけとなるのは物語内の時間や場所などと




























25 年 5 月 15 日承認)。 
方 法 
調査参加者 大学生 110 人(男性 48 人，女性 62 人)。平均年齢は 20 歳 2 か月であった。 
手続き 調査は質問紙形式で行った。質問紙には 7 つのメディア(小説，絵本，漫画，アニメ，実写映画，芝居，
ミュージカル)から 1 ページに 1 対ずつ提示した。全 21 対の組み合わせの提示順序は，参加者ごとにランダム
にした。参加者には，対になったメディア同士がどれくらい類似しているかについて 1(似ていない)～10(似て
いる)の 10 段階で評定させた。また，回答の際には自身の率直な考えに基づいて行うように教示した。 
結 果 
参加者全員の類似度評定値の平均を Table 3 に示した。この評定値をもとに，クラスター分析と多次元尺度
構成法の 2 つを用いて分析を行った。 







2 次元解が得られた(Figure 2)。この尺度の決定係数は.977 であった。この図はメディア同士の距離が近いほ










絵本 漫画 アニメ 実写映画 芝居 ミュージカル
M(SD) M(SD) M(SD) M(SD) M(SD) M(SD)
小説 4.24(2.0) 4.45(2.1) 3.73(2.0) 3.71(1.8) 3.65(1.9) 3.22(1.8)
絵本 ― 5.55(2.5) 4.90(2.1) 2.84(1.5) 3.33(1.9) 3.05(1.8)
漫画 ― 6.83(2.0) 3.45(1.9) 3.14(1.7) 2.88(1.6)
アニメ ― 3.78(2.2) 3.33(2.0) 3.69(2.0)








この位置関係から，第 1 次元は情報の写実性を表すと考えられる。また，第 2 次元はプラス方向に絵本や漫画
など，抽象的メディアに属するメディアが布置され，マイナス方向には具象的メディアに属するメディアが布
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